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2025年９月１日、日興アセットマネジメント株式会社は 
「アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社」に社名変更します。 
社名変更後URL : www.amova-am.com 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 
第173期（決算日 2024年８月19日）第175期（決算日 2024年10月17日）第177期（決算日 2024年12月17日）

第174期（決算日 2024年９月17日）第176期（決算日 2024年11月18日）第178期（決算日 2025年１月17日）

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「世界標準債券ファンド」は、2025年１月17日に第178期の決算を行ないましたので、第173期から第
178期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 

信 託 期 間 2010年３月18日から2030年１月17日までです。 

運 用 方 針 

主として、国際経済・国際政治の動向に大きな影響を与えるとみられる国や地域の通貨建てのソブリン債券(国債、

州政府債、政府保証債、国際機関債などをいいます｡)を主要投資対象とする投資信託証券(投資信託または外国投資

信託の受益証券(振替投資信託受益権を含みます｡)および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます｡)の一

部、またはすべてに投資を行ない、安定した収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

｢ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ」受益証券 

｢マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券 

上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
第１計算期は収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として安定した分配を継続的に行なうこと

をめざします。 

 

＜641251＞ 

世界標準債券ファンド 
＜愛称 ニューサミット＞ 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

149期(2022年８月17日) 3,577 20 1.0 － 98.4 6,620 

150期(2022年９月20日) 3,665 20 3.0 － 98.5 6,667 

151期(2022年10月17日) 3,614 20 △0.8 － 98.3 6,512 

152期(2022年11月17日) 3,541 20 △1.5 － 98.3 6,334 

153期(2022年12月19日) 3,454 20 △1.9 － 98.7 6,124 

154期(2023年１月17日) 3,380 20 △1.6 － 98.3 5,970 

155期(2023年２月17日) 3,497 20 4.1 － 98.3 6,147 

156期(2023年３月17日) 3,406 20 △2.0 － 98.4 5,935 

157期(2023年４月17日) 3,542 20 4.6 － 98.3 6,126 

158期(2023年５月17日) 3,663 20 4.0 － 98.3 6,283 

159期(2023年６月19日) 3,812 20 4.6 － 98.4 6,460 

160期(2023年７月18日) 3,768 20 △0.6 － 98.4 6,340 

161期(2023年８月17日) 3,782 20 0.9 － 98.4 6,312 

162期(2023年９月19日) 3,753 20 △0.2 － 98.4 6,223 

163期(2023年10月17日) 3,638 20 △2.5 － 98.4 5,977 

164期(2023年11月17日) 3,778 20 4.4 － 98.5 6,123 

165期(2023年12月18日) 3,689 20 △1.8 － 98.5 5,850 

166期(2024年１月17日) 3,791 20 3.3 － 98.2 5,970 

167期(2024年２月19日) 3,840 20 1.8 － 98.5 5,981 

168期(2024年３月18日) 3,847 20 0.7 － 98.5 5,928 

169期(2024年４月17日) 3,784 20 △1.1 － 98.4 5,795 

170期(2024年５月17日) 3,927 20 4.3 0.1 98.5 5,989 

171期(2024年６月17日) 3,753 20 △3.9 0.1 98.5 5,666 

172期(2024年７月17日) 3,894 20 4.3 0.1 97.8 5,830 

173期(2024年８月19日) 3,662 20 △5.4 0.1 98.3 5,441 

174期(2024年９月17日) 3,515 20 △3.5 0.1 97.7 5,203 

175期(2024年10月17日) 3,594 20 2.8 0.1 97.8 5,269 

176期(2024年11月18日) 3,555 20 △0.5 0.1 98.5 5,178 

177期(2024年12月17日) 3,538 20 0.1 0.1 98.5 5,077 

178期(2025年１月17日) 3,430 20 △2.5 0.1 98.5 4,889 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第173期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2024年７月17日 3,894 － 0.1 97.8 

７月末 3,685 △5.4 0.1 98.7 

(期  末)     

2024年８月19日 3,682 △5.4 0.1 98.3 

第174期 

(期  首)     

2024年８月19日 3,662 － 0.1 98.3 

８月末 3,578 △2.3 0.1 98.5 

(期  末)     

2024年９月17日 3,535 △3.5 0.1 97.7 

第175期 

(期  首)     

2024年９月17日 3,515 － 0.1 97.7 

９月末 3,603 2.5 0.1 98.7 

(期  末)     

2024年10月17日 3,614 2.8 0.1 97.8 

第176期 

(期  首)     

2024年10月17日 3,594 － 0.1 97.8 

10月末 3,586 △0.2 0.1 98.5 

(期  末)     

2024年11月18日 3,575 △0.5 0.1 98.5 

第177期 

(期  首)     

2024年11月18日 3,555 － 0.1 98.5 

11月末 3,475 △2.3 0.1 98.7 

(期  末)     

2024年12月17日 3,558 0.1 0.1 98.5 

第178期 

(期  首)     

2024年12月17日 3,538 － 0.1 98.5 

12月末 3,545 0.2 0.1 98.5 

(期  末)     

2025年１月17日 3,450 △2.5 0.1 98.5 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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○運用経過 (2024年７月18日～2025年１月17日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2024年７月17日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、国際経済・国際政治の動向に大きな影響を与えるとみられる国や地域の通貨建て

のソブリン債券を主要投資対象とする投資信託証券に投資を行ない、安定した収益の確保と信託財産の成長

をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・利回りの高い現地通貨建て債券への投資によるインカム収入を得たこと。 

・オーストラリアの準政府債分野で信用スプレッド（利回り格差）が縮小したこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・期間の終盤にかけて金利が世界的に上昇したこと。 

・メキシコペソ、インドネシアルピア、オーストラリアドルが対円で下落したこと。 
 

作成期間中の基準価額等の推移 
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（海外債券市況） 

期間の序盤は、金融政策が世界的に緩和方向へと大きくシフトしました。米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）

や欧州中央銀行（ＥＣＢ）などの各中央銀行は、経済成長やインフレに対する懸念を受けて、利下げを開始し

ました。期間中の世界の経済成長は、底堅さの兆しが見られる地域がある一方、難しい状況に直面した地域も

ありました。米国経済は2024年の第１四半期に減速しましたが、第２四半期と第３四半期に幾分回復しました。 

ＦＲＢは2024年９月に利下げサイクルを開始し、政策金利を0.50％引き下げました。また、ＥＣＢは利下げ

姿勢を維持しつつ、今後も追加利下げを実施する可能性を示しました。一方、日銀は2024年７月に市場予想に

反して政策金利を引き上げ、金融政策の姿勢の転換が示唆されました。今後、多くの国の中央銀行は利下げサ

イクルを継続すると予想されますが、経済指標やインフレ動向によってペースは異なるとみられます。世界経

済は成長が続く可能性が高いものの、その勢いは地域によってばらつきが見られるかもしれません。市場のボ

ラティリティ（変動性）については、地政学的な緊張の継続や貿易摩擦、経済の不透明感から継続することが

予想されます。 

2024年末は、米国の大統領選挙と連邦議会上下院選挙の結果を受けて、景気の現状および先行きに対する消

費者心理が改善しているようにみられます。一方で、ＦＲＢは、デュアル・マンデートである「物価の安定」

と「雇用の最大化」の両面におけるリスクに注意を払うとしており、９月の利下げに続き、11月の金融政策決

定会合でも0.25％の利下げを実施しました。また、12月の同会合においても再び0.25％の利下げが実施され、

金融緩和サイクルは緩やかな緩和という「新局面」に移行しました。同会合では、2025年の利下げが従来予想

よりも緩やかになる可能性が示唆されました。 

 

（国内短期金利市況） 

無担保コール翌日物金利は、期間の初めの0.08％近辺から、日銀が2024年７月の金融政策決定会合において

政策金利を引き上げたことなどから、0.23％近辺で期間末を迎えました。 

国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの0.02％近辺から、日銀による利上げなどを受けて、

0.35％近辺で期間末を迎えました。 

 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 

 

 

投資環境 
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（当ファンド） 

当ファンドは、収益性を追求するため、「ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ」受益証

券を高位に組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制しました。 

 

（ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ） 

期間中、当ファンドではオーストラリアドルの保有比率を引き下げ、メキシコペソとインドネシアルピアの

保有比率を引き上げました。 

メキシコでは、2024年の総選挙後に自国通貨のボラティリティが落ち着き、物価上昇圧力が後退するなか、

中央銀行は政策金利の段階的な引き下げを実施しました。金融政策当局への高い信頼性により同国の国内債

券市場への資金流入が回復したことを受けて、国内資産のボラティリティが一段と低下しました。 

インドネシアでは、政策金利を引き下げる意向が限定的であり、相対的に高い実質利回りを提供しているこ

となどから、大幅な為替相場の変動に対して強力な備えになるとみています。 

 

（マネー・アカウント・マザーファンド） 

運用の基本方針に従い、国庫短期証券の購入や現先取引、コールローンや金銭信託などを通じて、元本の安

全性を重視した運用を行ないました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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分配金は、運用実績や市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しなかっ

た収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第173期 第174期 第175期 第176期 第177期 第178期 

2024年７月18日～ 
2024年８月19日 

2024年８月20日～ 
2024年９月17日 

2024年９月18日～ 
2024年10月17日 

2024年10月18日～ 
2024年11月18日 

2024年11月19日～ 
2024年12月17日 

2024年12月18日～ 
2025年１月17日 

当期分配金 20  20  20  20  20  20  

(対基準価額比率) 0.543％ 0.566％ 0.553％ 0.559％ 0.562％ 0.580％ 

 当期の収益 20  20  20  20  20  20  

 当期の収益以外 －  －  －  －  －  －  

翌期繰越分配対象額 462  466  472  477  481  485   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。  
 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、「ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ」受益証券を原則として高位に組み入

れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制する方針です。 

 

（ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ） 

オーストラリア：オーストラリアの金融環境は、引き締まった状態が続いています。期間中、オーストラリ

ア準備銀行（ＲＢＡ）は政策金利を据え置き、厳しい経済状況を乗り越えていくために臨機応変に対応する姿

勢を示しました。市場では、今後緩やかな利下げが実施されることが予想されています。 

2024年第３四半期の総合消費者物価指数（ＣＰＩ）の上昇率は、一時的な電気料金の補助などが下押し要因

となり、前年同期比2.8％と前四半期から減速し、ＲＢＡの目標範囲内に収まったものの、インフレ圧力は依

然として高止まりしています。コアインフレ率の指標として注目されているＣＰＩトリム平均値（上位と下位

のデータを一定の割合で取り除いて計算した平均値）の上昇率は、第３四半期に前年同期比3.5％となり、

ＲＢＡの目標範囲を大幅に上回ったことから、持続的な物価上昇圧力が見られるとするＲＢＡの見方と一致

した結果となりました。こうしたインフレの状況や堅調な労働市場は、短期的には利下げの可能性が低いこと

を示唆しています。 

ＲＢＡは2024年12月の金融政策決定会合でタカ派（景気に対して強気）的な姿勢を維持し、総合ＣＰＩの上

昇率が目標範囲内に戻ったからといって、利下げが正当化されるものではないと強調しました。コアインフレ

率の状況や力強い労働市場に対して懸念を強めていることから、ＲＢＡは利下げに対して慎重な姿勢を示し

ており、今後の利下げはインフレリスクに十分に対処した上で検討する方針です。 

メキシコ：メキシコと米国の両方の選挙結果を受けて、アジェンダ（行動計画）や貿易政策をめぐる不確実

分配金 
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性が高まるなか、メキシコの経済見通しはやや弱まりました。一部のリスクは織り込まれているものの、主要

な問題は未だ明らかになっておらず、見通しは引き続き不透明になっています。 

米国の次期大統領にトランプ氏が選出されたことで、関税や移民政策、中国投資を含めて、メキシコに対す

る潜在的な影響に注目が集まっており、これらの要因がメキシコの経済動向に大きな影響をもたらす可能性

があります。混乱が起こる可能性はあるものの、貿易や経済面で米国とメキシコのつながりは強固であること

から、緊張が大幅に高まるような事態は互いに避けようとするはずです。 

国内では、新政権が改革に着手しており、実行には難しい問題が生じる可能性があるものの、重要な改革は

緩やかに進展すると予想されています。2025年の経済成長は減速するとみられ、主な不確実性を持つ要因がよ

り明確になるまで、投資は抑制された状態が続くと予想されます。インフレは緩和の兆しが見られています。

メキシコペソ安が物価に上昇圧力をかける一方、内需の低迷やサプライチェーン（供給網）の混乱の緩和が、

インフレ圧力の抑制に寄与するとみられます。 

インドネシア：2024年10月にプラボウォ・スビアント氏がインドネシアの新大統領に就任したなか、スリ・

ムルヤニ財務相の再任などが市場にとって前向きな材料となりました。足元では、新政権の主要な政策に注目

が集まっており、プラボウォ大統領は、鉱業の高付加価値化の推進やインフラ開発の継続など前大統領の改革

を継続する意向を示しています。一方で、二酸化炭素排出量の削減や一部の国有企業の再編など課題も残って

います。 

経済成長は低迷しており、購買担当者景気指数（ＰＭＩ）は５ヵ月連続で景気拡大・縮小の分かれ目となる

水準を下回り、国内総生産（ＧＤＰ）成長率は新型コロナウイルスが引き起こしたパンデミック前の水準から

あまり変化がありません。2024年第３四半期のＧＤＰ成長率は、家計消費の鈍化などを受けて、前年同期比

4.95％と前四半期から減速しました。 

潜在的なＧＤＰ成長率を押し上げることが優先事項となっていますが、財政・金融政策による景気刺激だけ

では十分でない可能性があります。地理的な分散や付加価値の高い輸出への移行によって、コモディティ価格

の変動による影響から脱却することが可能となり、大きな利益を生み出すことができます。輸出の分散につい

ては、前向きな兆候が見られています。アセアン諸国への自動車輸出や、米国や中南米への電子製品輸出が増

加しています。しかし、これらが輸出全体に占める割合は低く、輸出の規模の拡大をめざす必要があります。

また、依然として同国の輸出の多くは、他の産業への波及効果が限定的なコモディティ関連となっており、上

述した成果がインドネシア国内の成長を大幅に押し上げるには至っていません。 

当ファンドでは、インフレ率に対して金利が高く実質的なインカムの創出が高水準である市場、通貨のバ

リュエーション（価値評価）が魅力的な水準にあり長期的に上昇が見込まれる市場、構造改革に下支えされた

長期的な成長ポテンシャルがある市場、制度的な信頼が強固である市場に着目し、引き続き積極的に新規投資

機会を追求していく方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（マネー・アカウント・マザーファンド） 

引き続き、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なう方針です。主な投資対象は、わが国の国債およ

び格付の高い公社債とし、それらの現先取引なども活用する方針です。また、コールローンや金銭信託などに

投資することもあります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年７月18日～2025年１月17日) 

項 目 
第173期～第178期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 21  0.577  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 7)  (0.200)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (13)  (0.360)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.017)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.017   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） ( 1)  (0.015)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 合 計 22   0.594    

作成期間の平均基準価額は、3,578円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.65％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年７月18日～2025年１月17日) 

 

 

銘 柄 
第173期～第178期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ 578,556 220,922 1,026,851 388,033  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
第173期～第178期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
マネー・アカウント・マザーファンド 254 254 892 894 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2024年７月18日～2025年１月17日) 

 

＜世界標準債券ファンド＞ 

区       分 

第173期～第178期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 220 220 100.0 388 388 100.0 

 
 
 

＜マネー・アカウント・マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三井
住友信託銀行株式会社です。 

 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年７月18日～2025年１月17日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年７月18日～2025年１月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2025年１月17日現在) 

 

銘 柄 
第172期末 第178期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ 13,682,074 13,233,778 4,815,772 98.5 

合 計 13,682,074 13,233,778 4,815,772 98.5 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
第172期末 第178期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・アカウント・マザーファンド 5,662 5,024 5,037 
 
（注） 親投資信託の2025年１月17日現在の受益権総口数は、434,934千口です。 

 

 

  

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2025年１月17日現在) 

項 目 
第178期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 4,815,772 97.6 

マネー・アカウント・マザーファンド 5,037 0.1 

コール・ローン等、その他 111,470 2.3 

投資信託財産総額 4,932,279 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第173期末 第174期末 第175期末 第176期末 第177期末 第178期末 

2024年８月19日現在 2024年９月17日現在 2024年10月17日現在 2024年11月18日現在 2024年12月17日現在 2025年１月17日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 5,478,429,466   5,239,794,863   5,320,784,541   5,220,543,569   5,155,732,907   4,932,279,156   

 コール・ローン等 122,482,541   148,686,823   159,542,830   114,178,366   149,912,881   111,468,615   

 投資信託受益証券(評価額) 5,350,636,258   5,085,796,149   5,156,037,078   5,101,108,688   5,000,801,222   4,815,772,057   

 マネー・アカウント・マザーファンド(評価額) 5,309,867   5,162,085   5,203,602   5,195,861   5,017,833   5,037,763   

 未収入金 －   148,841   －   59,914   －   －   

 未収利息 800   965   1,031   740   971   721   

(B) 負債 37,323,620   36,388,725   50,827,809   42,210,645   77,864,551   42,460,403   

 未払金 －   －   －   －   37,062,465   －   

 未払収益分配金 29,719,844   29,610,961   29,326,115   29,129,191   28,701,643   28,514,480   

 未払解約金 1,045,423   964,723   15,359,743   6,585,643   6,127,074   7,464,735   

 未払信託報酬 5,648,520   4,797,905   5,012,560   5,246,789   4,622,154   4,900,850   

 その他未払費用 909,833   1,015,136   1,129,391   1,249,022   1,351,215   1,580,338   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 5,441,105,846   5,203,406,138   5,269,956,732   5,178,332,924   5,077,868,356   4,889,818,753   

 元本 14,859,922,080   14,805,480,977   14,663,057,788   14,564,595,817   14,350,821,761   14,257,240,289   

 次期繰越損益金 △ 9,418,816,234   △ 9,602,074,839   △ 9,393,101,056   △ 9,386,262,893   △ 9,272,953,405   △ 9,367,421,536   

(D) 受益権総口数 14,859,922,080口 14,805,480,977口 14,663,057,788口 14,564,595,817口 14,350,821,761口 14,257,240,289口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 3,662円 3,515円 3,594円 3,555円 3,538円 3,430円 
 

（注） 当ファンドの第173期首元本額は14,973,001,545円、第173～178期中追加設定元本額は121,688,063円、第173～178期中一部解約元本額

は837,449,319円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第173期0.3662円、第174期0.3515円、第175期0.3594円、第176期0.3555円、第177期0.3538円、第178期0.3430

円です。 

（注） 2025年１月17日現在、純資産総額は元本額を下回っており、その差額は9,367,421,536円です。 
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○損益の状況 

項 目 
第173期 第174期 第175期 第176期 第177期 第178期 

2024年７月18日～ 
2024年８月19日 

2024年８月20日～ 
2024年９月17日 

2024年９月18日～ 
2024年10月17日 

2024年10月18日～ 
2024年11月18日 

2024年11月19日～ 
2024年12月17日 

2024年12月18日～ 
2025年１月17日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 41,132,358   40,723,807   40,359,831   40,470,485   39,940,619   39,583,099   

 受取配当金 41,118,053   40,708,080   40,343,352   40,452,305   39,925,626   39,568,035   

 受取利息 14,305   15,727   16,479   18,180   14,993   15,064   

(B) 有価証券売買損益 △  350,699,772   △  223,895,363   110,644,095   △   62,170,890   △   30,925,956   △  160,845,111   

 売買益 3,286,362   632,637   112,397,601   130,172   893,819   254,496   

 売買損 △  353,986,134   △  224,528,000   △    1,753,506   △   62,301,062   △   31,819,775   △  161,099,607   

(C) 信託報酬等 △    5,798,053   △    4,924,921   △    5,145,259   △    5,385,689   △    4,744,516   △    5,147,739   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  315,365,467   △  188,096,477   145,858,667   △   27,086,094   4,270,147   △  126,409,751   

(E) 前期繰越損益金 △4,020,357,618   △4,344,212,960   △4,511,503,322   △4,359,299,314   △4,344,943,044   △4,334,866,911   

(F) 追加信託差損益金 △5,053,373,305   △5,040,154,441   △4,998,130,286   △4,970,748,294   △4,903,578,865   △4,877,630,394   

 (配当等相当額) (    397,515,555)  (    396,406,532)  (    393,018,738)  (    390,802,665)  (    385,464,907)  (    383,377,150)  

 (売買損益相当額) (△5,450,888,860)  (△5,436,560,973)  (△5,391,149,024)  (△5,361,550,959)  (△5,289,043,772)  (△5,261,007,544)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △9,389,096,390   △9,572,463,878   △9,363,774,941   △9,357,133,702   △9,244,251,762   △9,338,907,056   

(H) 収益分配金 △   29,719,844   △   29,610,961   △   29,326,115   △   29,129,191   △   28,701,643   △   28,514,480   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △9,418,816,234   △9,602,074,839   △9,393,101,056   △9,386,262,893   △9,272,953,405   △9,367,421,536   

 追加信託差損益金 △5,053,373,305   △5,040,154,441   △4,998,130,286   △4,970,748,294   △4,903,578,865   △4,877,630,394   

 (配当等相当額) (    397,515,555)  (    396,406,532)  (    393,018,738)  (    390,802,665)  (    385,464,907)  (    383,377,150)  

 (売買損益相当額) (△5,450,888,860)  (△5,436,560,973)  (△5,391,149,024)  (△5,361,550,959)  (△5,289,043,772)  (△5,261,007,544)  

 分配準備積立金 289,353,384   294,134,509   300,542,589   304,059,288   305,694,451   309,201,465   

 繰越損益金 △4,654,796,313   △4,856,054,907   △4,695,513,359   △4,719,573,887   △4,675,068,991   △4,798,992,607   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 分配金の計算過程（2024年７月18日～2025年１月17日）は以下の通りです。 

項 目 
2024年７月18日～ 
2024年８月19日 

2024年８月20日～ 
2024年９月17日 

2024年９月18日～ 
2024年10月17日 

2024年10月18日～ 
2024年11月18日 

2024年11月19日～ 
2024年12月17日 

2024年12月18日～ 
2025年１月17日 

a. 配当等収益(経費控除後) 35,334,668円 35,799,264円 38,984,887円 35,085,221円 35,196,474円 34,435,752円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 397,515,555円 396,406,532円 393,018,738円 390,802,665円 385,464,907円 383,377,150円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 283,738,560円 287,946,206円 290,883,817円 298,103,258円 299,199,620円 303,280,193円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 716,588,783円 720,152,002円 722,887,442円 723,991,144円 719,861,001円 721,093,095円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 482円 486円 492円 497円 501円 505円 

g. 分配金 29,719,844円 29,610,961円 29,326,115円 29,129,191円 28,701,643円 28,514,480円 

h. 分配金(１万口当たり) 20円 20円 20円 20円 20円 20円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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世界標準債券ファンド＜愛称 ニューサミット＞ 

○分配金のお知らせ  

 第173期 第174期 第175期 第176期 第177期 第178期 

１万口当たり分配金（税込み） 20円 20円 20円 20円 20円 20円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2024年７月18日から2025年１月17日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 日興アセットマネジメント株式会社は、2025年９月１日よりアモーヴァ・アセットマネジメント株式会社に

社名変更します。また、ホームページアドレスも「www.amova-am.com」へ変更となります。 

 

 

 

 

約款変更について 

その他の変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 



種類・項目
ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ

ルクセンブルグ籍円建外国投資信託
運用の基本方針
基本方針 利子収入などを中心とする安定的な信託財産の成長をめざします。
主な投資対象 ソブリン債券（国債、州政府債、政府保証債、国際機関債など）を主要投資対象とします。
投資方針 ・国際経済・国際政治の動向に大きな影響を与えると見られる国や地域の通貨建てのソブリン

債券（国債、州政府債、政府保証債、国際機関債など）を主要投資対象とします。
・通貨選定にあたっては、金利水準を重視し、経済情勢、政治の安定性、市場の流動性なども
考慮します。

・原則として、買付時においてＢＢＢ（Ｂａａ）格相当以上の格付が付与されているソブリン債
券に投資します。ただし、債務履行能力が高いと運用会社が判断した場合は、ＢＢ（Ｂａ）格
相当以下の国や地域のソブリン債券に投資する場合があります。

・外貨建資産については、原則として為替ヘッジは行ないません。
主な投資制限 ・株式への投資は行ないません。

・外貨建資産への投資割合には制限を設けません。
収益分配 原則として、毎月12日（休日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。
ファンドに係る費用
信託報酬など 純資産総額に対し年率0.31％（国内における消費税等相当額はかかりません。）
申込手数料 ありません。
信託財産留保額 ありません。
その他の費用など 事務管理費用、資産の保管費用、有価証券売買時の売買委託手数料、設立に係る費用、法律顧

問費用、監査費用、信託財産に関する租税など。
その他
投資顧問会社 日興アセットマネジメント ヨーロッパ リミテッド
管理会社 日興ＡＭルクセンブルグ・エス・エイ
信託期間 無期限
決算日 原則として、毎年２月末日
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